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事例の区分

事業区分

配慮概要

事業の概要

事業名

実施場所

事業主体

実施期間

全体事業費

事業規模等

事業概要

環境配慮の内容

環境配慮の結果

今後の留意事項等

上下水道整備事業

嫌気・好気性微生物による水質改善や魚類に配慮した下水処理、汚泥焼却への下
水処理水の再利用

－

宮城県仙台市青葉区(広瀬川浄化センター)、
宮城県仙台市宮城野区(南蒲生下水処理場)

下水処理事業

仙台市(担当課:下水道課)

広瀬川浄化センター、南蒲生下水処理場

－

・灰は融解させ二次加工し、舗道の舗装材とするなど再利用を検討する。

－

□広瀬川浄化センター
●水質
・嫌気性微生物と好気性微生物による「嫌気・好気活性汚泥法」により、有機物、窒素などの
   成分を処理する。
●魚類
・下水処理水は、通常は塩素滅菌を行い放流するが、魚類を主とした環境への配慮のため、オ
   ゾン消毒を行っている。

□南蒲生下水処理場
●水質
・好気性微生物により、有機物を分解する。
・浄化後に残った汚泥は脱水後、焼却により体積を小さくし、最終埋立て処分場で処理する。
   高温焼却のため必要となる冷却水は、下水処理場で処理した水をろ過して使用している。

・嫌気・好気性微生物による有機物、窒素などの成分の処理
・下水処理水のオゾン消毒
・下水処理水を汚泥焼却に使用する冷却水に再利用
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出典 「公共事業環境配慮ガイド 事例No.25」　宮城県
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